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【
葉
月(

は
づ
き)

の
暦
】

旧
暦
で
は
、和
風
月
名（
わ
ふ
う
げ
つ
め
い
）と

呼
ば
れ
る
月
呼
び
名
を
使
用
し
て
い
ま
し
た
。旧

暦
の
季
節
や
行
事
に
合
わ
せ
た
も
の
で
、現
在
の

季
節
感
と
比
べ
る
と
若
干
の
ず
れ
が
あ
り
ま
す
。

八
月
の
和
風
月
名
は「
葉
月（
は
づ
き
）
」で
す
。

旧
暦
の
八
月
は
今
の
九
月
に
該
当
す
る
の
で
、紅

葉
で
葉
が
落
ち
る
様
子
の「
葉
落
ち
月（
は
お
ち
づ

き
）」が
変
化
し
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す（
諸

説
あ
り
ま
す
）。

【
二
十
四
節
気
】

七
日:

立
秋（
り
っ
し
ゅ
う
）

涼
風
が
そ
よ
ぎ
徐
々
に
秋
の
気
配
が

感
じ
ら
れ
る
頃
で
、ヒ
グ
ラ
シ
が
鳴

き
は
じ
め
、こ
れ
を
境
に「
残
暑
見
舞

い
」の
挨
拶
に
変
わ
り
ま
す
。

二
十
三
日:

処
暑（
し
ょ
し
ょ
）

夏
の
暑
さ
が
和
ら
ぐ
頃
。

心
地
よ
い
虫
の
声
が
聞
こ
え
て
き
ま

す
。稲
穂
が
色
づ
き
始
め
る
と
同
時

に
台
風
の
季
節
も
到
来
し
ま
す
。

【
葉
月(

は
づ
き)

の
旬
】

蛸
、小
肌（
コ
ハ
ダ
）、カ
ワ
ハ
ギ

カ
ン
パ
チ
、太
刀
魚
、マ
ゴ
チ

鮭
、鮎
、虹
鱒（
ニ
ジ
マ
ス
）

ト
コ
ブ
シ
、サ
ザ
エ
、ウ
ニ

魚
介
類

：

ら
っ
き
ょ
う
、谷
中
生
姜

カ
ボ
チ
ャ
、空
芯
菜
、賀
茂
茄
子

冬
瓜
、ゴ
ー
ヤ
、ピ
ー
マ
ン

野
菜
類

：

メ
ロ
ン
、マ
ク
ワ
ウ
リ
、無
花
果

グ
ア
バ
、グ
ア
バ
、マ
ン
ゴ
ー

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

果
実
類

：

蛸

サザエ

太刀魚

茄子

谷中生姜

マンゴー

ブルーベリー

【
葉
月(

は
づ
き)

の
色
々
】

国
税
関
係
の
納
付
期
限

・
個
人
消
費
税
中
間
申
告
納
付
（
三
十
一
日
迄
）

地
方
税
関
係
の
納
付
期
限

・
普
通
徴
収
個
人
住
民
税
第
二
期
分
納
付

・
個
人
事
業
税
第
一
期
分
納
付

今
月
の
祝
祭
日

十
一
日

：

山
の
日

ベ
ス
ト
ク
ル
ー「
か
わ
ら
版
」第
五
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
猛
威
を
奮
い
、東
京
で
も
三
万
人
を

超
す
感
染
者
が
確
認
さ
れ
、第
七
波
が
来
て
い
ま
す
。

子
供
た
ち
の
夏
休
み
も
始
ま
り
、本
来
な
ら
あ
ち
こ
ち
遊

び
に
行
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、色
々
考
え
て
し
ま
い
ま

す
ね
。

暑
い
日
が
続
き
ま
す
、熱
中
症
に
も
ご
注
意
を
！

【
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記
】


